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全日本年金者組合中央本部

年金相談室

	後期高齢者医療制度をただちに廃止せよ、安心できる医療制度をつくれ！

国は「宙に浮いた年金記録で1人の被害者も出さない」という約束を最後まで守れ！

全額国庫負担による最低保障年金制度をつくれ！


質問にお答えします。

Ｑ，「ねんきん定期便」という新しい制度ができるそうですが・・・
Ａ，2009年4月から、すべての国民年金・厚生年金の被保険者に「ねんきん定期便」が送られる

ことになりました。一年に一度、誕生月に送られます。

「ねんきん定期便」には、年金加入期間・加入履歴の他に、「ねんきん特別便」には記載されな

かった年金見込み額・厚生年金期間の標準報酬月額が記載されます。

1億人に送られた「ねんきん特別便」には、標準報酬月額の記載が無かったことが大きな欠陥として指摘されていました。

「標準報酬月額の改ざん問題」の解決には、本人が自分の標準報酬月額を確認することが不可欠ですが、「ねんきん特別便」では、本人によるチェックが出来なかったのです。

これからは被保険者は「ねんきん定期便」で、標準報酬月額を毎年チェックすることができます。

Ｑ，マクロ経済スライドによる調整が、17年間の予定が10年延びて27年間になるそうですが
Ａ，2004年から、5年毎に、「財政検証」をして年金財政状況を点検することになりました。

その第1回目の「財政検証」が厚生労働省から年金部会に示されました。

04年改悪時には、マクロ経済スライドによる調整期間は17年間となっていましたが、基礎年金については10年延びて27年間となる内容です。

「マクロ経済スライド」の長期化は、年金の実質価値を下げ続け、年金生活者の貧困を広げ続けます。年金生活者にとって許しがたい見逃せないことであり、「マクロ経済スライドの廃止、物価に見合う年金の引き上げ」は、ますます年金受給者の切実な要求となっています。

Ｑ，社会保険事務所で認められず第三者委員会に申し立てました。返事が来ませんが・・・

Ａ，総務省の年金記録確認第三者委員会は、09年2月4日に処理状況を公表しました。

2008年3月までに受け付けたものは、2009年3月までに処理を終える予定。2008年4月以降に受け付けたものは、これから処理ということです。

社会保険事務所で結論が出るまで待たされ、さらに第三者委員会で待たされ、第三者委員会の結論が「あっせんをしない（訂正をしない）」の通知に、自分の言い分が認められず口惜しくて夜も寝られず、ノイローゼ状態になり医者に通っているという人もいます。

第三者委員会の最近の傾向については、メディアも注目しています。

第三者委員会設立の主旨は、「・・国民の立場に立ち・・・一応もっともらしいものは証拠がなくても認める・・・」ということですから、「強圧的で証拠にこだわる（東京新聞の記事）」のではなく、・初心にかえって処理して欲しいと強く要望します。

	Ｑ，昨年8月、消えた年金記録が見つかりましたが、まだ支払いの通知がありません。

81歳で持病のある私は、早く払ってもらいたい、生きているうちに払ってもらいたいのです。


Ａ，あなたからの依頼を受けて、社会保険事務所に聞きました。あなたの差額については、60歳にさかのぼって21年分が支払われます。今年の8月頃に先ず5年分、その数ヶ月後に16年分が支払われるとのことです。

①消えた年金記録を見つけるまでが大変だし、②あなたのように記録が見つかっても支払いまでにさらに1年かかるし、③しかも２回払い・・・・という現実に、日常生活では静かな普通の人たちが怒っています。

「概算払いで早く払え」「利息を付けて払え」という声もあります。概算払いについては、社会保険庁も検討したようですが、実現していません。

Ｑ，「ねんきん特別便」の処理状況は、今どうなっているのですか。

Ａ，２００８年１２月末現在の社会保険庁の示した数字です。

「ねんきん特別便」　送付件数　  :  １億　８７３万人

①　回答のあった件数　  :　　　  ６８８３万人　（６３％）

　　 　　　　　　　　訂正ありの回答　　 ：　　　　 ９９１万人　（　９％）

　　　　　　　　　　 訂正なしの回答　　 ：　　　 ５８９２万人　（５４％）

　　　　　　 ②　未回答　　　　　　　　 　：　　 　３６９２万人　（３４％）

　　　　　　 ③ 未到達　　　　　　　    :       ２９８万人　（　３％）

Ｑ，厚生年金の平均年金月額は幾らですか？
Ａ，厚生年金の平均年金月額は、併給する老齢基礎年金も含めて以下のとおりです。

（社会保険事業年報の最新版・2007年3月末の金額）

老齢（退職）年金は、16万5千円（男性は18万9千円、女性は10万8千円）

受給権者数は、1,198万人で46万人増（４,０％増）

平均年金月額は2,330円減（１,４％減）

	年金相談室から
＊年金相談日は、毎週、火曜日と木曜日、午前１１時から午後４時まで受け付けています。
· 電話・ＦＡＸ・手紙・メールなどで、相談・意見・質問等　何でもお寄せください。

　　　電話：０３－５９７８－２７５１　　ＦＡＸ：０３－５９７８－２７７７

　　　メール：aae４１５５０＠pop２１.odn.ne.jp

＊　この「年金相談室通信」へのご意見・ご要望をお聞かせください。
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